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業績連動株式ユニット報奨制度の変更に関するお知らせ 
 

シティグループ・インクは、2016 年 4 月 6 日（ニューヨーク時間、以下同様です。）、業績連動株式

ユニット報奨制度を変更したことを報告するために様式 8-Kによる 2016 年 4月 5日付報告書を米国証

券取引委員会に提出しましたのでお知らせいたします。当該 8-K の該当箇所の抄訳は以下のとおりで

す。 

 

項目5.02 取締役又は特定の役員の辞任・取締役の選任・特定の役員の指名・特定の役員に対する報酬

の取決め 

2016 年 3 月 16 日、シティは、シティの取締役会の人事・報酬委員会（以下「当委員会」といいます。）

によって行われた、2015 年度の業績に対するシティの「指名された執行役員」（named executive 

officers）への報奨付与について開示する 2016 年度の議決権代理行使参考書類を提出しました。当該

提出後、シティは、2015 年度の業績に対する報奨付与について投資家から支持を頂いている一方で、

他の株主からはシティの新しい業績連動株式ユニット（以下「PSU」といいます。）制度についての懸

念も伝えられております。当委員会は提起された問題点を考慮し、執行役員報酬制度が確固たる成果

主義に基づくものであり続けるようにいたしました。これに基づいて当委員会は、2015 年度の業績を

受けて 2016 年 2 月に付与された PSU 報奨を変更し、相対的株主総還元額が 2016 年 1 月 1 日から開始

する 3年間の業績評価期間において測定されるように改定しました。 

 

変更後の PSU 制度において、PSU のための相対的株主総還元額は、シティが過年度に相対的株主総還

元額の決定に使用した方法、すなわち 3 年間の業績評価期間における同業他社と比べた相対的順位に

基づいて決定されます。変更後の PSU は、以下の表に従って取得されます。 

 

相対的株主総還元額 

（パーセンタイル） 
25以下 50 75以上 

取得される 

業績連動株式ユニットの 

目標数量の割合 

0％ 100％ 150％ 

 

上記の表の各基準間の業績は、直線補完法によって決定されます。同業他社グループ 8 社に変更は

なく、バンク・オブ・アメリカ、バークレイズ、ドイツ銀行、ゴールドマン・サックス、HSBC、JP モ

ルガン・チェース、モルガン・スタンレー及びウェルズ・ファーゴです。支払は相対的株主総還元額

のみに基づくものとし、前年度の報奨に使用された平均資産利益率の指標は適用されません。 

 

さらに、当委員会は、新たな株主保護策を採択しました。変更後の PSU 設計では、シティの絶対的

株主総還元額が 3 年間の業績評価期間中にマイナスになった場合、報奨の価値を制限します。この場

合、シティがどれだけ同業他社を超える業績を上げたとしても、執行役員は PSU を目標数の 100 パー

セントを越えて取得することはできません。 
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業績評価指標以外の PSU 付与条件は、2014 年度の業績に対して 2015 年度に付与された PSU の条件と

して従前に開示したものと同じです。変更後の PSU は、業績に連動して権利確定がなされ、クローバ

ック規定に従うことに変わりはありません。当委員会は、指名された執行役員各々に 2016 年 2 月 16

日に付与した PSU の目標数を、従前開示したものから変えていません。 

 

以上 

 

 
(注)本お知らせは、2016 年 4 月 6 日付で米国証券取引委員会に提出された様式 8-K の抜粋箇所を一部翻訳したも

のです。原文との間に齟齬がある場合には、原文の内容が優先します。全文（原文）は、以下のとおりです。 








